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 今 週 の 概 要  

 今 週 の 感 染 症 情 報  

 春 の こ ど も の 感 染 症 に ご 注 意…  

 

 

（ 調 査 週 ）  平 成 24 年       第 18 週    4 月 30 日 （ 月 ） ～ 5 月 6 日 （ 日 ）  

 奈 良 県 お よ び 二 次 医 療 圏 別 発 生 状 況   （ 奈 良 県 上 位 5 疾 患 ）（ ５ 週 前 か ら の 動 向 ）  

順 位  疾  患  定 点 当 り 奈 良 県  北  部  中  部  南  部  

1  感 染 性 胃 腸 炎  4.20 → ～ ↓  → ～ ↓  → ～ ↓  →  

2  イ ン フ ル エ ン ザ  0.93 ↓  ↓  ↓  ↓  

3  水 痘  0.66 →  →  →  → ～ ↑  

4  Ａ 群 溶 連 菌 咽 頭 炎  0.49 → ～ ↓  →  ↓  →  

5  突 発 性 発 し ん  0.26 → ～ ↓  → ～ ↑  ↓  → ～ ↑  

全 県 の 動 き と 目 立 っ て 異 な る 推 移 （ 定 点 当 り の 変 化 程 度 で 実 数 で は な い ） を 太 い 矢 印 で 示 す 。  

 

県 北 部 地 区 概 況  報 告 数 は 126例 で 、前 週 報 告 の 201例 か ら 減 少 。上 位 ５ 疾 患 は 、① 感

染 性 胃 腸 炎 、 ② イ ン フ ル エ ン ザ 、 ③ 水 痘 、 ④ A群 溶 連 菌 咽 頭 炎 、 ⑤ 突 発 性 発 し ん の 順

で 、 3週 連 続 で の 同 順 位 。 突 発 性 発 し ん の 報 告 数 （ 6例 ） は 、 横 ば い 。 A群 溶 連 菌 咽 頭

炎 の 報 告 数（ 9例 ）は 、ほ ぼ 横 ば い 。イ ン フ ル エ ン ザ の 報 告 数（ 31例 ）は 、ほ ぼ 半 減 。

感 染 性 胃 腸 炎 の 報 告 数 （ 60例 ） は 、 減 少 。 水 痘 の 報 告 数 （ 10例 ） は 、 や や 減 少 。 イ

ン フ ル エ ン ザ 定 点 か ら 、 奈 良 市 HC管 内 ； 5例 （ 減 少 ） 、 郡 山 HC管 内 ； 26例 （ ほ ぼ 横

ば い ） 、 い ま だ 報 告 が あ っ た 。 基 幹 定 点 か ら は 、 奈 良 市 HCお よ び 郡 山 HC両 管 内 共 に

報 告 さ れ な か っ た が 、眼 科 定 点 か ら 、郡 山 HC管 内 よ り 急 性 出 血 性 結 膜 炎 ；1例 の 報 告

が あ っ た 。                              （ 村 井  記 ）



奈良県感染症週報 平成 24 年 第 18 週 - 2 

県 北 部 外 来 状 況 ： 外 来 患 者 数 は 連 休 前 と 谷 間 で 増 加 し た 。 イ ン フ ル エ ン ザ は 、 一 旦 減    

少 し た が 再 び 増 加 し た 。 学 校 や 地 域 で 小 流 行 が あ り 、 学 級 閉 鎖 も み ら れ る 。 最 近 は

全 て B型 で す 。 感 染 性 胃 腸 炎 は 、 ロ タ ウ イ ル ス の 流 行 が 保 育 園 児 で み ら れ 、 家 族 感

染 も 生 じ て い る 。 症 状 は 例 年 通 り 軽 症 で 、 適 切 に 対 処 す る と 嘔 吐 は 1日 以 内 、 発 熱

も 1― 2日 、下 痢 が 数 日 続 く 。溶 連 菌 咽 頭 炎 が 再 び 増 加 し て き て い る 。 （ 矢 追  記 ） 

                           

 

県 中 部 地 区 概 況  報 告 数 は 、 177 例 か ら 105 例 と 大 幅 に 減 少 し た 。 上 位 5 疾 患 は 、  

感 染 性 胃 腸 炎 、 イ ン フ ル エ ン ザ 、 水 痘 、 流 行 性 耳 下 腺 炎 、 A 群 溶 連 菌 咽 頭 炎 お よ び 伝  

染 性 紅 斑 の 順 で あ っ た 。 感 染 性 胃 腸 炎 は 、 63 例 と 減 少 傾 向 で あ り 、 イ ン フ ル エ ン ザ  

は 58 例 か ら 19 例 と 大 き く 減 少 し た 。 基 幹 定 点 お よ び 眼 科 定 点 か ら の 報 告 は な か っ  

た 。                                  （ 高 木  記 ） 

 

県 中 部 外 来 状 況 ： 外 来 数 は 減 少 。 イ ン フ ル エ ン ザ は ほ ぼ 終 焉 し て き た 。 幼 児 で 高 熱 例

が あ る が 咽 頭 発 赤 が 強 く イ ン フ ル エ ン ザ 様 で は な く 検 査 実 施 例 で も 陰 性 。 ア デ ノ 迅

速 検 査 は 感 度 の 点 で 陽 性 に 出 に く い 印 象 。 感 染 性 胃 腸 炎 は 嘔 吐 を 主 と す る ノ ロ ウ イ

ル ス 様 例 が 多 い 。 ロ タ ウ イ ル ス は 減 少 。 水 痘 が 流 行 中 、 A 群 溶 連 菌 感 染 症 が 少 し 。 

（ 岡 本  記 ） 

 

 

県 南 部 地 区 概 況  報 告 数（ 第 17 週 → 第 18 週 ）は 53 例 → 36 例 と 減 少 。報 告 の あ っ た  

疾 患 は 、 ① 感 染 性 胃 腸 炎 （ 18 例 → 24 例 ）、 ② A 群 溶 連 菌 咽 頭 炎（ 8 例 → 5 例 ） 、 ③  

水 痘（ 5 例 → 3 例 ）、④ 突 発 性 発 疹（ 3 例 → 2 例 ）、⑤ イ ン フ ル エ ン ザ（ 17 例 → 1 例 ）、  

⑥ 流 行 性 耳 下 腺 炎（ 0 例 → 1 例 ）で あ っ た 。               （ 柳 生  記 ） 

                                          

県 南 部 外 来 状 況 ： 外 来 数 は 減 少 傾 向 。 イ ン フ ル エ ン ザ は 第 17 週 で は 一 部 の 保 育 所 で

ま だ B 型 の 流 行 が 続 い て お り や や 多 か っ た が 、第 18 週 は ゴ ー ル デ ン ウ イ ー ク 中 と

な り 、 当 院 今 期 初 め て の ゼ ロ 報 告 と な っ た 。 感 染 性 胃 腸 炎 も 第 17 週 で は ま だ ロ タ

の 流 行 が あ り 、年 長 者 に も 見 ら れ た が 、第 18 週 で は 減 少 し た 。A 群 溶 連 菌 咽 頭 炎 、

水 痘 が や や 増 加 し て い る 。                      （ 山 本  記 ） 
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春のこどもの感染症に ご注意… 

春 は 気 象 の 変 化 も 激 し く 、新 年 度 を む か え 生 活 環 境 が 変

化 す る こ と で 乳 幼 児・学 童 児 な ど に 体 調 を 崩 し や す い 時 期

で す 。特 に 、こ の 時 期 に は ご 注 意 し て い た だ き た い 幾 つ か

の 病 気 を 紹 介 い た し ま す 。  

 

麻 しん  空 気 感 染 、 麻 し ん ウ イ ル ス を 原 因 と す る  

（ 症 状 ） 38℃ 程 度 の 発 熱 お よ び か ぜ 症 状 が 2～ 4 日 続 き 、そ の 後 39℃ 以 上 の 発 熱 と

と も に 発 疹 が 出 現 し ま す 。 主 な 症 状 は 、 発 熱 、 発 疹 、 咳 、 鼻 水 、 目 の 充 血 で す 。  

修 飾 麻 し ん と は：幼 児 期 に 1 回 の み ワ ク チ ン を 接 種 す る な ど 、不 十 分 な が ら 免 疫 を 持 っ

て い る ヒ ト が 感 染 し た 場 合 、 軽 症 で 典 型 的 な 症 状 を 呈 し な い 麻 し ん で す 。 感 染 力 は 普 通

の 麻 し ん と 同 じ な た め 周 囲 へ の 感 染 に は 注 意 が 必 要 で す 。  

（ 潜 伏 期 間 ）  約 10～ 12 日  

（ 学 校 保 健 安 全 法 に よ る 出 席 停 止 期 間 ）  解 熱 し た 後 、 3 日 を 経 過 す る ま で  

（ 予 防 ）  ワ ク チ ン 接 種  

・ 麻 し ん は 感 染 力 が 強 く 、免 疫 の な い ヒ ト が 感 染 を 受 け る と 100％ 発 症 す る と 言 わ れ

て い ま す 。  

・ 平 成 20 年 か ら 平 成 24 年 度 ま で の 5 年 間 は 、通 常 の 第 1 期 、第 2 期 と は 別 に 第 3

期 （ 中 学 1 年 生 ）、 第 4 期 （ 高 校 3 年 生 ） の 接 種 機 会 が 設 け ら れ て い ま す 。 詳 し く

は 最 寄 り の 市 町 村 に お 問 合 わ せ く だ さ い 。  

 

ロタウイルス  便 や 嘔 吐 物 を 処 理 し た 手 な ど か ら  

（ 症 状 ） 下 痢 、嘔 吐 、発 熱 が 主 で す 。生 後 6 ヶ 月 か ら 2 歳 児 の 乳 幼 児 に 多 く み ら れ ま

す 。 米 の と ぎ 汁 の よ う な 白 色 便 が 特 徴 で 、 乳 幼 児 で は 特 に 脱 水 症 状 に 気 を つ け る 必 要 が

あ り ま す  

（ 潜 伏 期 間 ）  約 2 日 程 度  

・ 感 染 力 は 強 く 、 10 個 以 下 の ウ イ ル ス で 感 染 が 起 こ り ま す 。  

・ ウ イ ル ス は 環 境 中 で も 安 定 な の で 汚 染 さ れ た 水 や 食 物 を 介 し て も 感 染 し ま す 。玩 具 、

バ ス タ オ ル な ど の 殺 菌 に は 、 市 販 の 塩 素 系 漂 白 剤 （ 通 常 は 5％ 程 度 ） な ら 50 倍 か

ら 100 倍 に 薄 め て 10 分 程 度 浸 す と 有 効 で す 。  

（ 予 防 ）  ワ ク チ ン  

・ 2011 年 、任 意 摂 取 な が ら 我 が 国 で ロ タ ウ イ ル ス ワ ク チ ン の 使 用 が 承 認 さ れ ま し た 。

ご 希 望 の 方 は 医 療 機 関 へ お 問 い 合 わ せ 下 さ い 。  

 

百 日 咳   百 日 咳 菌 に よ る 呼 吸 器 感 染 症 、 飛 沫 感 染  

（ 症 状 ）  初 期 は 軽 い か ぜ 症 候 群 の よ う な 症 状 か ら 始 ま り 、 中 期 （ 重 い 咳 の 発 作 ： 2～ 3

週 間 ）、 回 復 期 の 過 程 を た ど り ま す 。 ま た 、 中 耳 炎 を 併 発 す る こ と も 多 い よ う で す 。  

（ 潜 伏 期 間 ）  約 1～ 2 週 間  

（ 予 防 ）  三 種 混 合  

・ ワ ク チ ン に よ る 免 疫 の 持 続 期 間 は 約 4～ 12 年 と 言 わ れ て い ま す 。  

・ 2006 /07 年 に は 、 全 国 的 （ 高 知 、 香 川 、 青 森 、 愛 媛 、 長 野 ） に 散 発 流 行 が 成 人 の

間 で 発 生 し ま し た 。                                 （ 感 染 症 情 報 セ ン タ ー  記 ） 


